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こやま・ながお
　i一ファーブルの昆虫記」け，昆虫在好む人とはかぎら　　とのことだ。いざというときのために，私は連絡先をか

ず，だれしもいちどは手にしたことがある名著である・　　　き・’IJと癒を祈りつつ荊室を去るうとした。そのときであ

その文の惜成・表現，推理のもっていきかた・観察・洞　　　る。とつぜん私は室内に招じ入れられたのである。若護

察力のたしかさは，－1涜i巻をおくことのできない魅戊Jに　　　の人が私がきていることを洩らすと・先生は「小山がき

とんだものである。松本清張の推理小説」こりもはるかに　　　ているなら・早く入れろ！」といったとのことである。

おもしろい。少なくとも私はそう信じて疑わない・　　　　先ζ1三はやせ細った手をさしのべて，手まねで「そこの戸

陽の光をふしぎに思い，「人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいてくれというものであっ

間はなんでこの光を感ずるのだろうか」とnをあけたり　　た。先生は「2月になったら，治るから，そしたら君と

ll艮をつぶったりして索朴な実験をやったという逸話がの　　　相談してかこう……」と聞きとりにくい声でいい，「An一

こっている。自然科学者としての崩芽はすでに子供のこ　　　nual　Review　of　Entomology……」とことばをとじ

ろに胚胎していたとみるべきであろう。　　　　　　　　た。周囲の人にはそれはとうてい聞きとれなかったが，

　それにしても，92才で没するまで，1日として自然観　　私には「A．R．E．のような形武で構成しようではない

察をおこたらなかった彼の息のながさはわれわれの範と　　か」という風に思えた。

するにじゅうぶんである。　7　　　　　　　　　　　　　医者がきた。私はそうそうに部屋をでた。このときか

　　　　　　　一’一一・一一～一一・　　　　　　　　ら，ちょうど1カ月目の2月18日に先生は他界されてし

　木年1月18日，私は東喜駿河台の杏雲堂病院の…・室に　　まった。3月初旬になって編集者から改めて執箪依頼が

八木誠政先生を見舞った。な白となくあわただしい空気　　きた。依頼状によると，原稿の依頼は昨年11月に入木先

がヨ桝にまであふれ，私は不安でならなかった。面会謝　　生のところへ届けられてあったのだ。先生はすぐ治ると

絶。私はせめて先坐の顔をかいまみようと思っていると　　信じ，それから執筆構想を病床中で描いていたことが歴

き，ドアがあけ放たれた。着護の人がでてきた。ドアの　　然としていた。それでなければ，私には前もって話があ

隙間から先生の顔がみえた。ずいぶんとやつれ，顔の中　　るべきであり，またあの苦しい息の下から，さいしょに

り↓が高くはれあがっていた。お聞きすると，苗fちょうだ　　　「Amual　Review　of　Entomology」ということばが

そうである。それがため，容態がきわめて思わしくない　　口をついてでるはずはないのだ。すでに構想ができてお
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り・ただ病気のためにかくことを許されなかった先生の　　　などはおこがましいことなのだ。息がながくなければな

もどかしさを・私はしみじみとしのぶのである。　　　　　　らないゆえんである。その意味で，50有余年の長い間，

　私は停年で退職されるとき，「これからは時間ができ　　　つねにファイトをもちつづけ，死の床にあってなお探

るので・いままでの仕事をとりまとめたい」といわれた　　求の心を燃やした八木先生は，ファーブルにも匹敵した

いく人かの先生を知つている。しかし，ついぞその先生　　　自然の徒であったというべきである。

方が本をかいたという話を聞かない。あるいは，それが　　　自然科学の研究に最短距離はない。開始はあるが終了

普通の姿ではないかと思う。でも，なんだか無責任で淡　　はない。遂行の直路はただひとつ，「息ながくある」こ

白すぎるように思えてしかたがない。八木先生のほうが　　　とではなかろうか。

尋常でなくても・私たちはこれに見習うべきではなかろ　　　これを私はすべてのことにといい直したい。

うか・自然は広く深い。10年や20年でその摂理に近づく　　　（筆者：小山長雄，信大繊維学部共通基礎学科，蚕26）

吊　x

糸業界の協力と関

田さんのお喜びは申すまでもないが，岩手県庁在職以来　　　　　　　　　　　　　ぺ　　　　　13年1月，御用始

公私とも格別のご指導を頂いて来た私も自分のことのよ　　めに・蚕糸課が独立し，蚕繭百万貫達成5力年計画を樹

うに嬉しいのである。　　　　　　　　　　　　　　　　て，或は県糸連の整備，県内蚕種自給を目途に蚕種製造

　昭和12年の3月頃だったろうか・在勤の上田蚕試支場　　の共同化，山桑の育成，畦畔の桑園改良，専用桑園の設

長・斎藤さん（蚕6）を通じ・倉沢さんから岩手県庁に　　置，稚蚕共同桑園の設置，県是製糸の育成・助長，県養

転出しないかという話が伝えられたが・家庭事情が他出　　連の育成等々々…数えれば限りがない。何れも日程に上

を許されない情況をお話してお断りし，そのことから遠　　　り，スムーズに和気あいあいの中に活気を呈して来たか

ざかっていたのであったが・その後再三倉沢さんに連絡　　らである。その上，課員の一身上のことから家庭的の些

があった由を承り・農林省の主任官会議ご出席の機をっ　　事に至るまでよく眼を当て心を砕かれる行き届いた配慮

かんで・小海線の春色を賞しながらわざわざ事情を具し　　に自然に安らぎと仕事への熱意が生まれたのであった。

てお断りとお礼に上京したところ・鶴田さんは又上田に　　　16年，鶴田課長，満州視察に出張され，留守を預り．

岩手の事情や人事につき母校に来られ，つい行きちがっ　　県下蚕糸業関係者大会開催中の7月，私は赤紙を受け，

てしまったものである・結局・鶴田さんのご厚情に10年　　急きょ帰省，入隊したのであったが，翌年鶴田さんは長

位を期限として・とも角他県でシンのあるメシを　　と　　野県蚕糸課長に大栄転されてしまった。私は22年7月末

いっても大先輩の下では少々コワイ飯位ではあろうが，　　復員したのであるが，鶴田さんはすでに農林省の資材調

それでも上田で母校の膝下よりは少しは苦労もあろうと　　整事務所長に転出されていた。岩手では蚕糸課長内山氏

いうもの一食べて来ることになり・5月1旧上田を発　　を文書課長に転出させ，蚕糸課長は技術課長をとの要望

って岩手に着任したのであった。　　　　　　　　　　　に空席にしてあったのであるが，鶴田さんは知事，議長

　前任者・内田訓之亮君は蚕糸業連盟会を主裁し，県蚕　　　経済部長等に私を推挽され∂叉隣県宮城の山本君（同村

糸行政と表裏一体となって産繭百万貫達成と蚕糸課独立　　　同部落の竹馬の友）からも急きょ復職するように催告が

への布陣に挺身し，私は養蚕奨励主任ということであっ　　あり，9月初め復職したものの；家庭事情は他出するこ

た・全くの田舎者で・試験場で蚕を飼うこと以外は何も　　とがいよいよ不都合にな％ついに教育界に転出したの

できない者が，県の指導的立場に据えられたからたまら　　であった。この際も鶴田さんは岩手時代の課長であった

ない。何をどうしてどうやってよいやら，見当もつかな　　中村副知事に私を同導して，転職を依頼してくれ，実現

い。その年の正月帰省し，岩手には勤まりそうもない等　　を見たのであった。私は小学校を卒業してから百姓を2

と倉沢教授にいって叱られたりしたものである。所が，　　年，母校で倉沢教授の下で3年，試験場，県庁を経て教

その夏頃には県庁の勤務が面白く，何とも居心地の良い　　育界に13年，その間6年間応召，腰の座らない一生を過

職場に思えたから不思議である。文字通り陰に陽に公私　　したわけであるが，この間私の人間形成に力あった尊敬
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している人が3人ある。1人は17年間程師事した今は亡　　　みたいと思う。

き中島大僧正であり，1人は倉沢教授であり，もう1人　　　三浦さんは徒然の俳句をよくされたようであって，私

は鶴田さんである。　　　　　　　　　　　　　　　　　に送られたものの幾つかを順に追ってみると次のような

　細心緻密，深慮遠謀，ほんとうに行き届いた配慮と愛　　のがある。寄せられたお手紙の中には昭和22年頃始めて

情と，和やかな雰囲気の中に仕事への執念を実らせてい　　俳句が出て来るのであって

く紳士的風格は上田の卒業生の中では異色であり，逸材　　　一最近不勉強の俳句を押しつけられて句作にふける。

であると，いつもその風格にあやかりたい等と柄にもな　　炭，酒，電気の節約になり，時節柄甚だ適当である。一

く思うのである。自らに滲みでる人柄は家庭も円満で奥　　　として，

様も全くお似合いの淑やかさは羨ましき限りであった。　　　　　　　　　　　　　　　潮の来し浅草橋や都鳥

「桑の樹液の流動に関する研究」は，学位論文として　　　　　　　　　　　　　　　　炭斗に粉だけ残る永話

も立派に認められる程のものである由である。著書や業　　　　　　　　　　　　　尻ながの客が絶えぬものとみ

績も数うるにいとまなしである。同窓会の心のこもった　　　　　　　　　　　　　える。そして23年の元旦には

出資に基く振興会第1回の表彰は，ほんとうに相応わし　　　　　　　　　　　　　　初富士や二十五年を

羽子板に鈴も鳴るなり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この年富士紡本庄工場長になられ，多忙のためか一時

　　　　一先輩三浦重雄氏の追想一　　　　　句が絶えている。この頃には大陸から引揚げて来られた

　　　　　　　　　　　　　　出野正雄　竃覧念繋隠鰺璽㌶叉㍗

　在阪の小松茂男兄から横浜の三浦重雄さんが御不快の　　一昭和25年6月1｛日に満55才の誕生日を迎え，富士紡

連絡をうけたので，とり急ぎ電話でお見舞を申し上げた　　を勇退。

ところ，今早暁亡くなられたとのこと。それは2月9日　　一翌々27年には九州から四国への旅の途中，鳴門在住

旧の元旦であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　の益淵兄の寓居を訪れ渦潮などを見物。阿波踊が見られ

　三浦さんとの御縁は遠く30年余の昔にさかのぼる。回　　なかったのは残念である。一と。

想すればその頃の三浦さんは富士紡安東工場長であった　　　こえて昭和28年の春に私は思いがけなくも三浦さんの

が・当時安東には益淵誠正，小松茂男，上兼之有，加子　　　入洛をお迎えし，都おどりに御案内，南禅寺の湯豆腐に

三郎といった俊英が目白押しであって，折々，長春から　　お誘いした。

の往訪に私もまたこれらの諸君と同様，三浦さんには何　　　　この辺で句がみえ始めた。

かとお世話になり知遇を得たものであった。　　　　　　　一’夢心地で南禅寺の静寂にひたりて

　昭和臼年の新春には酷寒のハルビンにお伴をしたこと　　　　　湯豆腐の客となりけり南禅寺

は当時の千曲時報に書いたので3ここに詳しくは述べな　　　　　湯豆腐に酌むさびしさよ老ふたり

いが，それからまもなく三浦さんは東京の本社へ御栄転　　　　　湯豆腐に酌む老ふたり春浅し

のため内地へ引揚げて行かれた。その後私の御無沙汰は　　一都おどりの茶席にて

10年。私も亦大陸の革命の嵐に追われ，官を失って故山　　　　　菓子皿に祇園模様の花だんご

に生還したのであるが，終戦直後の混乱の中に強力に再　　　歳々に頂く賀状には

起の方向を示唆して下さった三浦さんとその御家族の限　　　　　連峰の雲を裳裾に初の富士　　　（29年）

りない温情を何よりも有難く思うのである。　　　　　　　　　初富士や隣へ客は庭づたい　　　（30年）

　私は2月15日，遅れ馳せ乍ら，弔問のため東海道新幹　　　　　朽ちかけし軒にも富士は初明り　（31年）

線で東上，横浜保土ケ谷の丘の家で，香を手向け，平素　　　　　初富士は日の丸みゆる丘にあり　（32年）

御無沙汰の非礼を詫び，心から亡き先輩の御冥福を祈っ　　33年元旦は日本紡績協会浜松検査所を主宰せられ，多忙

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の為か，句なし。

　直接頂戴したお手紙約70通を整理して，最もよき先輩　　　更につづく

であった三浦さんの御生前を偲び，そのお人柄にふれて　　　　　富士に立ち六根清浄おらが春　　（34年）
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けふも亦富士よく見ゆる屋根の霜（38年）

富士晴るるいっしか凧の二っ三っ（3g年）　　　　　八木誠政先生の思い出

　　　麟嶽㌶㌶れし鴎　　　　　田・亮平
そして42年の絶筆かと思われる賀状には　　　　　　　　　昭和3年11月に11P大典記念の「蚕糸科学講演会」が上

　　　もてなしはせめてと富士を屠蘇の客　　　　　　　　田蚕糸専門学校で開かれた。その頃は未だ講堂が出来て

　学窓を大正9年に出られ，爾来一すじに紡織業界で活　　いなかったので，方々の教室に別れて講演が行われたよ

躍された三浦さんのお仕事は御立派であったし，多くの　　　うに記憶している。当時京都大学の少壮助教授てあった

後輩をお引立て下さったことは何よりも深い感銘であっ　　八木先生の「養蚕及養蚕学上必要なる函数的現象に就い

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て」という講演は雨天体操場で開かれた。当時2年生の

　晩年は特に岡崎喜熊さんとの交遊は深く，輸出カーべ　　学生であった私は，充分に先生のお話を理解することが

ットの検査事業にも深い関係を持っておられたようであ　　出来なかったが，モーニングを着用して演壇に立たれた

る。また，折にふれては朝比奈宗源師（臨済宗円覚寺派　　若き日の先生の颯爽たる御姿と，緑色の点を連らねた生

管長）の門を叩いて深く仏道に帰依しておられたという　　長曲線を表わしたグラフとを今でも判っきりと思い出す

ことである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことが出来る。

書き残されたものの中には

一木の芽が伸びて風かおる頃京を偲びて

　　　湯豆腐の茶屋をめあてや南禅寺

一朝比奈老師と青葉の那須雲巌寺に詣でて

　　　老鶯も幽かになりて法話かな

一うら盆の頃に

　　　はからずも法話もれ聴く蝉時雨

　句はことさらに巧まずといえども佳境に入ると申すべ

きか一句碑の町松山へ益淵誠正兄を訪れたいと書き添え

てある。

　私はお世話になったよき先輩にいささかの御恩がえし

もすることなく・幽明境を異にすることになった。何よ　　　　写真前列右から

りも悲しいことである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八木誠政．林貞三．志波清時の諸氏

　　御遺族：三浦直雄氏（御長男・横浜市保土ケ谷区　　　　　　　　後列　筆者

　　　　　畝保町142）　　　　　　　昭和27年8月，志波氏縞知好大学学長に
　　法　名：種徳院寿山宗重居士　　　　　　　　　　　　　　転任されるときの送別会（別所温泉にて）。

　（筆者：いでの・まさお・京都府民生労働部・蚕23）　　　　　3人の方々はすでに故人となられてしまった，

1

信大教科書

自然科学書
ゾ

　工学書協会特約店

株式会冠西沢書店
上田原町TEL②0024

一　　　＿　　　 1は岐酬の融蚕業試馬灸場献。行。醐究で，。．，

　八木先生の御名前を始めて知ったのは，講義の時に蒲

生教授が八木博士と小泉学士（現在本学部教授の小泉清

明博士）との共著「函数生物学」を紹介せられた時であ

る。生物の生命現象を数学的に取扱ったこの新刊書：は，

当時劃期的な名著として視聴を集めたものである。蒲生

先生が同書に掲げられた巻頭のカントの写真を学生に示

し，そこに書かれたカントの言葉を読み上げられたこと

も，記憶に残っている。講演の会場で私はこの高名な昆

虫学者の風貌に始めて接し，憧れの心を抱きながら講演

に聞き入ったのであった。

　私が初めて書いた論文は，昭和6年に蚕糸学雑誌に掲

載された「家蚕体液の粘稠度に就て」である。この論文
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カのシカゴ大学の解剖学の教授から手紙をもらい，私の　　あるし，周本農業気象学会が創立され，機関紙「農業気

現在の専攻分野とは方向が遠っているが，思い1日深いも　　象」が刊行されたとき，先生はいち早くその創刊号に寄

のである。この研究で5令期の蚕の爪1液のviscosityの　　　稿されているから，先生が支部長になられることは自然

変化から，八木先生が提唱された生理白勺2期説を裏当き　　のなり行きであった。同学会信州支部は小さい支部なが

する結果が勾られ，先生に対’する私の傾倒が一屑1ポまっ　　ら今日まで着実に発展して来たことは，初代支部長であ

たように思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った先生の御力によるものである。この支部の仕事が，

　八木先Eと初めて個人的にお知り合いになったのは，　　先生と山崎菊博士と私の3人の結びつきを強くしたこと

昭和25年に私が働校に帰ってからで，その1年前に先生　　もまた事築である巾ヨ1！年，正月気分が上田の街にま7ご残

は母校の昇格によって出来た信州大学繊維学部の教授と　　　っているある日曜日に，囎解け道を歩きなやみながら，

して赴任されていた。先生は昆虫・動物を研究対照とさ　　私は提梁気象学会の用］ll：で，新参町の先坐のお宅を訪問

れ・植物を研究対照とする私と｝剛：攻分野畷なっプこが　した。跳1剛1て来られプこ奥様には亥紬てお日にかカ⇒

生態学の分野では連がりがあるので・先坐からそれ以来　　　たのであったが，奥様は「主人は貿方のことをよくお話

研究上のことで色々と御指泣と御援助を何［ざ得る溺坦に　　ししてい目1す」といわれ，まだ上田の生活になじみの少

恵まれることになった。上田卒業以来2C年ぶりでfO校に　　　なかった私は，ほのぼのとした人の情けの暖かさという

卿・何かとと蛇い・剛こ闘轍感に抽のめされそ　・ものを感じ，その御識力吟だに忘れられない。胴1：｝ま

うになる私に先d三は暖い援助の手をさしのべられた。生　　i口：く“かたついたが，おひるをごちそうになってタli｝った。

態学に関ナる著述の分担を先d三からすすめられたのも・　そのrl以来先生のご家庭にもしばしば御邪魔をした。上

その当時で（入木先坐初め九火の細川，鳥1激授，千葉　　1］：1に赴任してから今日まで，家族と別居生活をしている

大の野村教授・東北大の加膝教授・都立大の；ll二沢教授と　　私は，家庭的なつき合いというものは上田では皆無だっ

犯との共著による）・この1・∬物は養賢堂から出版され・版　　たが，ただ一つの例外は八木先生のお宅であった。4人

麺ね・今では大冊の「生態弓さ汎論」として地咄され　の娘なもつ私たち夫婦が，娘の結婚につし・てどんなに心

ている。先生が名著「昆虫学本論」や小山長雄教授との　　　を砕いているかを心配して下さった先生は（先生は口に

嬬でパ木農学鍛受賀さオ蹴撫となったrN・Y・一　日礼てそうはいわれなかったが川1の縁談のことでわざ

gi　and　N・Koyamal　The　compound　eye　of　I・epido一　　わざ東i※i濃にある私の家までたずねて下さったこともあ

ptera」を始め多くの著書や論文を世に残され，日才cを　　　り，呈i時娘と一世帯をもって住んでいた家を，急にあけ

代欝鵠蝉者として匝：き雄さオ・たのは魂生の学　虻壕抄らいわれた時，鵬になって心配して一Fさ

問に対する執念ともいうべき不屈不挑の精神力によるも　　ったのは八木先生であった。私の4人の娘はそれぞれ良

のである。このような先生の性格の強さは・自我の強さ　　縁を得て結婚し，家のことも何とかかたついたが，私は

として酬部から誤解されたこともあったであろう。しか　　先生の親切な御気持ちを終生決して忘れないであろう。

し先生の性格の優しさ・他人に対する思いやり・後進に　　（矩者：たぐち・りょうへい，僑大繊維学部教授，蚕｛7）

対する親切さは，先生に親しかった多くの人々のすぺて

がよく知っているところである。ともすれば偏狭になり

勝ちな学者の世界において8先生はよく後進を指導され

先生の御かげで学者として名をなしたものは千曲会員の

中にも少なくないことは特筆しなければならないであろ

う。上田の母校に赴任以来私は急速に先生と親しくなっ

て行った。私は先生のこのような性格がすきでならなか

った。先生の諸事に対する識見の商さや文学を解し，芸

術を愛する先生の人柄や，先生の他人に対する暖かい思

いやりが私を引きつけたのである。

　昭和27年12月に日本農業気象学会信洲支部が設立され

先生は初代支部長に就任され，その後10年間支部長をつ

とめられた。支部の創立には，当時長野県蚕業試験場長

であった山崎寿氏の格別の御力添えを得て8私もこれに

参劃した。先生と農業気象学とは一見縁遠いよう｛こ見え

るが，先生の専門の生態学は農業気象学と密接な関係が

故八木誠政先生追悼号発刊
内容の　八木先生遺影・研究論丈・著書目録，功

　あら　　績記，履歴，昆虫関係者その他多数の人

　まし　　による追悼記，思い出の写真多数

以」：，当会発行のNEW　ENTOMOLOGIST
に特集されます。ご希望の方は当会あてお申

込みください。　　　　　頒価送共￥300

当会発行または依託書（送共）
。昆虫の水分生理（小泉消明博士著）………￥100
。ギフチ日ウとヒメギフチョウ………………冨300
。魚道をめぐる諸問題（小山長雄博士著）…￥300
。THE　COMPOUND　EYE　OF　LEPIDOPTERA
　　　　　（八木誠政・小山長雄博士著）…￥2、500

－「生物」に関係する人の入会歓迎一
入会金￥100上田市信大繊維学部内

年会4ほ600信州昆虫学会振姦22。，5
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年の秋のll・茶会は私が｝li「情で：1こf川Lた・〕党≧1…に3・出品≒恕

　　　　　八木先生と私と　　　していただいた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北米からお帰りにな幻w（二、：11‘心｝，）：，　4月の｛‘y：，Zゴ：．’ぷくお

　　　　　　　　　　　　　　野　口　活　也　　　Flにかかった。われわれが「応i舶、三：呼んでいた1川i肋

　大正12年9．月1日の関東大］也震の当時，先生は】千葉県　　　物昆ll（；；ξ：1公では，うヒZkl・1：ll1：鎮℃必・：，たn・尼｛川1川学☆

の保田にあった亡くなった東大の三三宅’恒方教授のコテー　　　の会員数は600に満！1こない小さカ，’じ：念℃あ・，、ら㌧，　ldl1川

ジに居られた。東京が大火災で，なかなかに信州に妬｝る　　　　係諺fの会貝は・他か｝こ数イ．1にll焼ぎゐ：かかた・・：祖代・’）；’j：さ

ことができないので，ずっと遅れて，8日か9日になっ　　の先｛1三に「八旅洗Zl三に教誤乏パい，：いう鰍㌦1；，“沼

てやっと帰られたらしし・。地震で房・総半島が海の底に沈　　　　の∫宿でし｝」汀ノば飛《♪出しゾ1論汲1；生けいもうz巳〔ノ）1∪．・↓㍉，ぬ

んでしまって，八木先生も行方がわからぬといった流言　　　　∬1学会の長老扱いを弦けて力｝九れたわ｛小ξ汽賊5、，：礼生の

が飛んだのもその時であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　学会での発£評まきびしいも《ノヒ豊あ’：川，1㌔　1払いあ㍑たi㌻

　地震のあった時刻に，私は高橋清七先生の蚕室で，実　　　　’教えてあげるのですがね，花れ尉’㌫ういう、：：、∴、’「パ＼］∵1

験繭の長巾率を測っていたが，その地震が東京であり，　　　とピシピシといわれるのが’li～’．『澗怜た“帯め川’lf’k㍑1｛ヒ

大火災を呼んでいることを知ったのは1日のタ方であっ　　られた人達4、，たい℃い日：！拓どこか、ノ’；’1；う咽’昨1抱・、，貼

た。そこで目白の女子大の寮にいた姉の生死が心配にな　　　になって居口♪れる。

り出して，1日の夜すぐ上京を決心した。汽軍の釆軍券　　　　その後ずつ・1こ長年の川・嚢∫、｝・1：桑川川撫忙試鳥．IUl㌶磯

購入の手続をとり，朝鮮人さわぎの用心に，短銃を準備す　　　に試6剣りf究担当者・1二1、トご川席し㌣いた。．∫ξ織四日席・tパ：

る購入許可証をもらいに粉察にお百度を踏んだりした。　　　東京の灘中と，須「［1町の7∫成怜麟、1〕助が醐☆1い　㌦，

こん嬬災の大混乱が一通りおさまって，信州に鰍の　触はll押こ当ミしか繊膿品か溺こが，1楠1、ぱ心、1・

蝉が鳴き・赤トンボが飛び，人の心も少しは落ちつきの　　　床柱を背にして，きげんよく呑波れた竜ハあ㌫年婦加ばは，

見え出した頃・第2回の甘茶展（養蚕部の若手連が日三休　　　しきりにインターナシ認ナル牝跳発し・ζ，撚元蝋1ヅ：1ば

となって・全学の職員が絵・写真・彫刻を幽品）が養蚕　　　れた。先生にお1’1にかかり憤縫筏糠，仙台㍑1鄭；㍗三ζη

部の北側の蚕室に開かれた。そこに私は八木先生の保田　　あつた際であった。

の牧場のパステルの牛と，すばらしく輝いたエローオー　　　先生のご研究は・オリジナル；＆く　）ぱか｝い、’，、｝パ、

力一の小浅間を見出して・驚ろきの目を見張った。とい　　　発蜜型式も簡にして要賓ご得てい℃，滋尋燦：パい・隔パ1：償

うのは蚕種製造家に生れた私は・父の命に従って上田に　　に多かった。先生が私に下さ箸）年賀謡R㍑ぽ，解i，，・，

入ったものの・どうしても美術志望の気持が思い切れな　　てお住居が書いて無かった。氏宵だ｛3・が，黄凶江冒；∵W！

いでいた当時であったからである。この先生の1：U品を通　　　書で謝かれてあった。

して・嘩先生蹄しをする様になった・先生｝拠才か　継の心司・図…き紘聴瓢⑭繊・，ほば。

30才の　ンサムな独身の静紳士であった・しかし私の　蹴て鰍なってし窪・琉・こぱ紅罐淋い

お目にかか・たのは・それ程蝶で｝紘かったが・触　　（ξ瀦・のく’ち・かつや，馴動ぷ学織．、贈）

からは学生というよりも，むしろ絵や写真という余技の

匡麗慧㌶㌶欝㌶r慧㌶；　若械一氏ご逝去
時・先生は1週1回3時間の昆虫実験を受け持たれた。　　　　もと木会事務局長若林茂…氏億’il2回）ほわ、．1日嶋、

3年になってからの昆虫学はFolsomのEntomology　3rd　　筋硬魏症にて急逝された。若林1《｝、）：61…n｛∫搬下方く砺、瀞

editionを北米からとりよせて・テキストに使われた。　　学校に奉職：抜掘され爾勢’；≒櫨長に栄1匡，その筏；1ぎii；］刊

実験のスケッチの仕方は・先生に得るところがまことに　　32年千曲会の事務局長として迎えられ母校のためな）二，ご

大きく・その後・学会の発表等に・これがどんなに役立　　　恩返しにと心よく引き受られ母鮫50周年1、〔！念ll泌の愈爾

ったのかわからない。　　　　　　　　　　　　　　　　　をなす等本会の発展につくされたが病他iのたき1良蓑され

先生は私共3年の2月の§織端後｛こ・京都蝉に移　ていた・聯138年触雛なられ，螂5騨｝措とに

って行かれた・これは前の年の12即こ・当時の京大の木　私学振興のため熱’心に挺身されて編たパタ酔ぷは

原搬が・先生を迎える交渉に来学さオ咋のを・学生の　諏お気の詰で謹んで哀悼の鰻川γご冥識裕，

私も漏れ聞いていた・卒業後私は助手｝磯・て・近くの　告別式は細日1斑植市蝿艦おい冒・∫紬∴㍑

齢の鵬部屋に投じた・先生はここへ1献ま来られる　林さんの人とカ£暁掘・すよう臨斌・かぷ一い…・

ことがあった。近く北米に行くと話して居られた。その　　会から日．1口顧川外おおぜいの韻が焼香した、，（ll．川・Ω
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川中鰍君（蚕25回）の　　、撒；麟欝㌶t㌫欝ぽ
　　　　　　逝去を悼む　　 膿会員の皆様・織後は昨年5月に岡庭雛この世

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から亡くし，また川中君を失った。お互に50才の坂道を
　　　　　　　　　　　関　博夫，登りつつあるので，暮。も蹴にご注意の程を．そして

　10月31日は1：1本蚕糸学会rl　1部支部大会が母校において　　ご家族並びに同級生を悲歎におとし入れることのない様

開催（11月B2日）されるため，その準備で追い廻さ　　祈って止まない。

れていた。その日の午前9時頃g上田電報局より川中君　　　　　　（筆者1せき・ひろお，信大繊維学部，蚕23）

の計報を電話で受けたが5私にはそのことを信ずること　　一　　　　　　　一一一一一一一一一…一一…一一一一一一…

ができず・再三肌’合せた力慧，髄いがないらしく鰍　　　申村盛一氏砲2回）

呆然として’君の学生時代を想い出した゜がつちりとし　　　　　　　　　日本蚕糸新聞賞受賞

た長身の健康休で，しかも善人であり，新潟の山内君と

鹸から鵬されていた当1、寺のことが限前に浮んだ。そ　日オぷ繍鵬恒例の酬］鋤牌度の蹴（蚕桑技

れ縣約30雑婿が，・εの後一蹴拝眉の栄を得ず，　綱㈱67紬1から5硫継醐（獺鰍1櫃紬
ブ、だ蜘こよ。て醐酬い・腿でも強い稔と蹴　験捌蕎）した・そ研・プ畷瓢蚕綿桑醐副；｜村
と翻。℃締｝謝進しているとのことで安心してい　技　iliがll卵0月26日瀬綿1叩舞∫1046号に投　糺た「111

たが，企く思いもよらないできごとであった。早速双美　　問地における集団桑園造成（技術オ1日談993号）」に対して

鎧憾して弔電蜘・岡1晦み粧差上げて糖ました　与混・れた・同氏｝酬聞噺回。たり溺成洲の樹立

ところ川川5附でご酬」〕ミよりご負随なるご醐・を　（エ1網淋の瀧珊地の瀧・』‘行燃の決定魂状

載きましたので，紙而の都合上その大要を御伝えしてこ　　図の作成・設計図作成・」苫金の計画の樹立）・桑園造成

詞高蜥り上げ酎。　　　　　　　の方法造成用の蹴・瓢の鮒｝卿艦に関し書か
御礼状と共に川周、ゆご1眩の様子鰍の様に御久IIら　れたもので・新しい期的技術で蚕業甑鵬の活動上

せ下さいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　の資料として適切であるとともに・養蚕農家も利用でき

描朋30同午前備10頒［，突然心艇うそくの発　得線徽ヒをもち・技術的正確齢あり・しかも・わか

催おそわれ，5分間の苦しみの後鴫の別れの諜も　りやすくして藩査継にピ・タリしておったものであ

なく忽然と，あの世とやらへ旅立ってしまいました。そ　　る。

の間救急車を手配し，医者と看護婦もかけつけては下さ　　　中村氏は行政面で非常に多忙で鞠るにもかかわらず・

いましたが荊とも致しかたなく，あまりのことで轍　笑哩く研究面でも活躍さ膨加iに泣って硫され

はただ呆然とするのみでございました。なおご遺族は姫　　ている・これらのことは干曲会にも…段と光彩をそえる

蹴鰍枢清棚84御令閏川申ちひろ楠蝕は既に　ものと思われる・　　　　　（関博夫記）

瓢二隠鷲1年生’鋤ま酬年生’母堂78　湖村一嶽（紡7回）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山陽新聞賞受賞

特§午・実用新案・意匠・商標

　　出願・訴訟・鑑定

浜特許事務所
東京都港区新橋1の15の4

堤第一ピル4階棄京（591）0764・0765

弁理士　浜　　　香　　三
弁護士　中　　猪　之　助
千曲会員　福　島　鋼治郎

　社団法人山陽技術振興会の専務理事兼事務局長江野村

一雄氏（千曲会山陽支会長）は山陽新聞賞を受賞された。

江野村氏は昭和22年いらい20年間にわたり大原総一郎会

長をたすけ，ヰ咽四国地方に所在する企業g公共団体な

どへ技術導入，指導，情報の提供，あっせんに献身した。

とくに地方産業の科学的経営，合理化に大きく貢献した

功績によって受貸されたものである。山陽新聞賀は毎年

の年頭にあたって地方産業，文化，学術，社会福祉事業

休育などに貢献された個人，団休を表彰するもので，多

くの候補者の中から厳選され江野村氏は上記のようにト

ップの産業部門での功績で受賞，賞状と日展作家宮本隆

氏の貰牌と賞金を贈皇された。江野村氏の功績をたたえ

千曲会員もその宴びをともにしたい。　　　　（編集部）
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載になる養蚕の将来を拝見して老年の　　　』　　　　　　　　「”

仮縫の待つこと久し晴衣裳

裳」の拙文を綴って70才，古稀の印し

千曲鋼1 ｱ紙上の田中茂光氏記繍蓋　　　㌦烈　（筆者・とぐら・は・ぽう・蚕・）

私は非常に翻させられたのであ…　当緬1・余年前から「森の石松会」i888」：9す描1
顧れば46年以前当時の蚕糸会誌に機械会員7人グループがある。所で私は咋　　　　，

的養蚕法を投稿したことを想い出した春から鼻から出血，本春脱糞後出血で　　国分寺のカマ祉発堀される　繊維学

のである。それから50年を経た現今初直腸ガンかと再度入院。叉自分だけ誤部の東方約2Kmにある信濃国分寺は

めて田中氏により・それが実現された覚の心臓病と感じ……など何れも別状史跡として全国的に有名。上田市教育

と知り満腔の喜悦を覚えたのである。　なかったが，その直後2～3ヵ月静養委員会は昭和38年以来総合的な発掘調

　氏の文中にある群馬県の試験場装置筆紙と絶縁してブラブラ過した。今冬査を行い，すでに講堂，金堂，尼寺の

と愛媛県の自動給桑装置の写真を見る　にいたって元気づいたのが実状。昨秋祉を発見した。創建当時のカワラを焼

と・前の私の構想に似たものがあるの　10月にも佐藤・堀本・大箸・絹村の7いたカマ場の跡はいぜん不明であった

が解るのである。かくして蚕室の温度人中4人だけの例会で，あと近藤まだが，本年2月，現在の八日堂入口から

湿度を人工的に調整すれば・完全に自臥床中，湯川氏は三州知多半島へ転居西方100mの畑の中から唐草模様やレ

動飼育機械が現出するのであり，それ　3人差引き4人の「石松会」の由通知　ンゲ紋の入ったカワラおよびカマ場と

はもう遠いことではなさそうである。　あったしだい。まず一言前書きする。　推定される二つの穴がみつかり識者の

かくして私の理想実現を思い・楽しく　英鳥居鉄也南極越冬隊長の近況　　　　話題をさらっている。

私は冥目しうるのである。　　　　　　昨年千曲会報にのせてもらった「南　　新上田橋来年度に実現　現在の上田

　憶えば現代は科学が進歩し自然を離極の白い石」で右隊長から頂いた珍石橋はラッシュ時にはいかにも狭く交通

れた研究が多々あるが，科学の根本はの反響もあり，テレビニュースなどで　はマヒ状態になる。これに対し，建設

自然であろう。絹・羊毛・木綿には自　生産地袋井市にも後援会が生まれるこ　省は来年度に上田橋のかけ替えを計画

然からの特色があり・人工品では及び　とになったのは，本誌のお蔭多々あっ　している。かけ替えにあたっては二つ

得ぬ特性を保持している。これらの生て喜ばしき極み，ご報告する。　　　の案があり，第1案は旧橋を歩道とし

産には経済的安価にあがるのが本質で　静昨年の拙著「初馬」も好評を呼び，　上流に車の専用橋をかける，第2案は

あろう。飼育栽培が機械的に行なわれ各方面から送本を求めてくるのだが，　旧橋をとりはずし，上流に巾7mの車

るようにするのが人の研究努力であろこれも本誌のPRの功績として無名筆道と2．5mの歩道のあるモダンな橋を

う。　　　　　　　　　　　　　　者として喜ばしい。本年は「あれからかけるというもの。

蝶細帳醐述されたようにな「一一’一’一…一…一一一一’一’一’一’一“’“’一…一…一・一・一・一一一、

るのが当然であり，危惧された斜陽産！　　信州風物詩　　 i

業麗㌔：1蕊；。，i　　　小林勝i
　　　　　　　　　　元蚕職授）1竺さ霧太郎の山咄でていて上田盆地は雨もよいする　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　信濃なる河口に立てばふる里につらなる流れ親しかりけり　　　　i

八峰浪士放談　　　i噴く虻びける方にはためき・朱あざやか・幽り立つ　｛
　　　　　　　戸倉八峰　iひねもすを包みし霧も暮近く晴れて浅間に夕茜さす　　　｛

．の頃私の生死を誤解してもはや昇｛花の中ゆ光姓まるる亥・くにもはなやぎもて噺の酬　　｛

天したのでは加か，紳ではな、か1騒たび置碓根の繊りて木曾のイメージうすらぎてゆく　i
・照会・て来・由もあ・・，佐灘太｛竺道わきにカけ群咲きひ・そ』と醜の剛力塔むして立つ1

購ど疑。ているとかなので＿筆放談1盗伐をすれば描されしとう伝記に秘むる木曾の林　　i

㌶ζ麟㌶1こLき壁き三鷲鷺驚蕊の中i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－・一・一・一工一国一●一●一●一●一●一●一■一●一基一●＿．　＿．＿み　一4
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性の神々　　　辺に醐生の刊1砥とである・　綱階‘波のよ杣る会蹴鯉であろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　原始時代においてはsex　worship　う。会員の皆さまの1・1・1で特に民俗学に

　昭和42年度3月刺三1をもって・退官の行わオ1・たことは民俗学上明らかなこ興味を持たれ，参拝しあやかりたいと

されll｝野1二“呉両先生α）送別会を兼ねとである。上川lll周辺で性神のtopに思われる方は次の誤1：など参考にされ

て伊ノド・島めぐりを計画されたのは・　rankされるのは何といっても殿城にてくてく歩かれるとよいと思う。

荻原先生を中心と’〕＾膓1・繊維こ1こ学科のll乍ある滝の1－『にある男石さまであろう⑪　。箱山鐙太郎著「上「1，1小県地方の週跡

年度実行談員であ膓0。　　　　　　　　男性のsymbo1としてのファロスのた　　と伝承」

　入学試験の行われようとする数日前　くましさにあやかるうとして参拝者が　。三石武古三郎著「性神と石仏」

3月12日上凹を出発し第1日の宿湯ケ江戸llも…代にはかなりあり企国的に有名希望者多数の場合にはロマンスカーを

島保莚所に向つた。途中來京では氾にであったという。しかし了仙寺で見る用怠してもよいと思うが，そんなひま

あい降りこめるから前途ll’親だなどと如きいぺらしさを感じないのはどうい　もないであろう。

話在しながら鈍行に釆った。　　　　　うわけであろう。　　　　　　　　　　　野1：1，呉爾先生の送別会のR己事と一

　宿での両先生の送》ll会は6時からし　　なおこの外有名な性Zlllとして祢津に緒にして誠に叩しわけないが，上田地

めっぽい空気もなく余興が1欠から次へある大権現の利1躰石，男噺北向酬嫡力の民俗学に関す融咀¢）一端をのべ

とにざやかに行われた・　　　　　　　境内にある男石，上堀の近祖神，鹿教　た次甜である。

　ぼ1・1先生の「貫…お’1’」の歌・呉先享’温泉にある笠岩などがあるが，これ　　両先生の御健康と御多幸を念じて終

生¢「ピオタミン」の歌などもうきかなどごく一部に過ぎない。　　　　　　りとします。　　　　　（只野凡児）

れなくなるのかなど己考えていたのは　　国民保養所鹿教湯温泉につかりなが　．．＿＿∴．．．．．＿．．．．．．．一．．．＿．．．．．

私灘ぽ㌫㌫か辿≧㌶蕊㌶‡繧灘難蝋鱗
囲気で両先ノkを送りたいという空気がけとなろう。変な写輿を見ながらまん　　新学：期に入って学内はにぎやか。昨

流れていた。　　　　　　　　　　じりともせず一夜を過すより伽｝的で年から教養部の統合により新入生｝ま松

　さて盟日・石榔崎の雄大な鍛色を満あると考えるがいかがなものであるう本で凶澗一般教養課程を修めること

きつしたのち下田へ向った・ヅ箭りは伊～加二崇拝の綱ξにも塩尻のこ・になったので，辛Fはその新2年生を

凍まで各膚好きな場所を見物してもよ　コリ岩，祢津の女石，本原のシオガマ迎え入れる最初の年になる。4月10日

いとのことなので，私は野口先生，久サマなどがある。　　　　　　に木学部でガイダンスが行なわれ翌日

間先生などと・まず下田名物とし’われ小↓1巳東筑胸郡境の修那羅峠にはから］受業が嬬った。

る了仙寺に参拝した。下田条約のむす多くの石仏にまざって出産とシモのや　　1年生の方は4月13日松本市民会館

ばれたお寺であるときいたのはそこへまいの神様である子安さまがある。原で他学部の学生と一緒に入学宣醤式を

つく前である。それよりも私の脳裏に始的な全裸な姿で腹をふくらませ両手　行なったが，このまま松：本で1年間を

焼きついていたのは・誰か知らないがをその上にのせてお産をする時のよう　送る。

以前下田を見物した人にきかされていな姿で安置させられている。　　　　　また大学院生22名の入学式も4月17

たsexの博物館であるとの話の方が興　　なお皆さん御存知のことと思うが上　日に行なわれた。内訳は繊維農学専攻

味をそそいだ。金30円を支払い館内を田地方の奇祭にも性にまつわるおどり　5名，繊維工業化学専攻7名，繊維機

見物して，もろもろの道具や，絵，sexがある。「ふるさとの歌まつり」にも　械学専攻3名，繊維化学工学専攻7名

の形をした大根，石などをこれでもかどうかと思うがうけ入れられないであである。

これでもかと見せられるとふと淋しいろう。よく酒をのんだ時など一升びん　　武道館の移転正門を入ってすぐ左

思いにかられた。　　　　　　　　をとりあげ奇術を演ずるものがあるが手にあった武道館（雨天体操場）をグ

　野口先生に館をでてから「お寺と何これなど性神の生仏であるかもしれな　ランドの方へ移転する作業が3月15日

の関係があるでしょうかね一」とおき　い。このような古代からのおどりは祭　に完了した。テニスコートの西側に道

きすると，「あまりばかばかしくて話　りの際に男女の秘戯をあらわす所作を　を隔て白く塗り変えられて建っている

にならん。こんな物を見せ物にして仏演じて農作物にこれを伝染させ，五穀　これで正門を入っての眺めもぐんと広

が泣くそ。それよりも歴史の嬰富なおの豊かにみのらんことを神に祈る行事　く感じられるようになった。

寺なんだから，そちらに力をいれたらだと解釈されている。　　　　　　　　繊維工業化学科実験研究室の新営工

よいのになあ」となげいておられた。　　千曲会111版部で写真の掲さいの許可事起工式鷹これは4月24日に行なわれ

　それにつけても思いだすのは上田周がおりればあげたいと思うが，何しろ　た。新しい繊維工学科の建物と道をは
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さんで向いあった位置で総而和・｛2285．3渡辺敏彦氏及地元斉藤幸蔵氏，酒井1明序lh∬孜（糸25）‖i；是製漁蛇1ドll場1乏

2㎡，鉄筋コンクリートの4階建て，屋良氏等のきも入りで発会の運びとなっ多勢…・（糸3〔〕）llば1・多勢製糸『1：瑚

上には高置水槽が置かれる。他に変電たのである。菓原支会長もモニターと　布施：泊：・－4郎（糸3Dカダグ川1廊1占

室とボイラー室が提場温室の來側に設なり会務，会計の報告があり・そのlll　　勤務

置され，これらはいずれも42年11月30に2つの悲しいしらせがありた・即母i｝∬辺敏搭（糸36）郡∫lf：¶｛！刺川1川

日に完成する予定である。建築業者は　校の先生をやられた支会の顧問志賀聯　　　：！：務部槌

北野建設。　　　　　　　　　　　　　　雄先生と丸川一・太郎氏の死｛去のしらせ　島倉久雄（蚕36）竹糠1、ぱト川杷ぷi：川

　学内人事　42年4月1日付で下記のがあったことだ。特に志賀先生には県　　　lll〔＊；｝課

ように発令された。　　　　　　　　　　の剣道の会長i，中学の校長の現職で1、1∫石川光II』（糸別’1）松嶺製糸噛ll川トビ務

沢路　雅夫　教授に昇任　　　　　　　の支会の総会の際は元気な姿で母1淀歌　　　課掻

石川　　博　教授に升任　　　　　　　を斉咽せられたのが未だまぶたに汀ん　消戊卜明良（学：蚕r｝）」『・川市i’5：川g鞭、課

白樫　　侃　教授　東京工業大学より　でくる。　　　　　　　　　　　　　　火㌦：原健（培糸了）ll目陶．学「1：学㍑i；

菖型谷久㌶‡㌶㌶曙舗、鷲蕊㌫1舗；㌶　
欝㌶誘灘㌫　㌶竃竃ψ介㌶㍑㌫燃1；㍍：訟
中島　　遅　事務長　教育学部より転　　　　　　　　　　　　　　　　　　の盛会を祈る力触llく路cほく・」：気3，詐

　　任　　　　　　　　　　　　　　　山形千曲会は現～1．総会員24名である　灘ゴく寒とほ芸え春暖の賜気∵1あ・・㌍，

江原　勝夫　助　手　東京工大へ出向が，当日御出席の方は11名，μ㌣ンス　　本部からは久し荻川ご小紳仰可3：生

　また3月31日付で野口新太郎教授と　グレーと新進の火学出がミックス，多がご川席下されい刊lll☆きヲ∵ぷぶ烏

呉祐吉教授が停年退職された。野口教彩，出席の顔ぶれが禰∬1定化したのが大正3年卒篠川恥ll；郎以下糖川・パ耐ζ

授の本学赴任は昭和5年8月5日，退少しく淋しい感があり，せめて年に1のヒロコ主で総勢30名。支1編151川ぷ

職後長野児飯田市の飯田女子短大へ被　回位は全員の出席を願いたいものであ悟氏の挨拶に続いて小林先±1三」パヌ苦部

服材料学担当の専任教授として赴かれる。祝宴は地元会員の御奉伽こ依っての近況及び六1：曲会ζ噺醐賠怜灘；・が

た。お住いは飯田市松尾2195。呉教授長井美人の御酌で極めて盛会，宴中会あり。田中泰久氏の、‘陰により1・1・．；鋤

の本学赴任は昭和28年10月1日，退職員の動静，在校当時のスキ「，ンダル現進行はスムーズに岳冬了。i憩こ瀬宴に入

後は愛知県立愛知芸術大学教養部で物在の仕事の問題等語りあい，話がつき　り匹順市若芋キレイドご£ロ多勢燈菌迎

理化学を教えられる・お住いは愛知県　なかったが，朝日連峯の彼方にタ陽ががきいたか1り1治の老先精i迩も学注ll与代

愛知郡長久手村岩作。　　　　　　　沈む頃，名残りを惜しみつつ家路にっ　にかえり大いに浩り，火いに痛弦，和

　　　　　　　　　　　　　　　　　いたのであった。間当nの申合せによ　気額々裡時醐の瀧ぐ膓1）も忘れ注叉1｝1で

　　支会だより　つて次会は上Ill蹴で搬よ減生を曝粥泡な詞泌つ蕊ことぷ
　　　　　　　　　　　　　　　　　招いて開くこととなった。本総会で支岡窓生発展をきして散念した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　会長i・栗原章氏の刊：任，副会長に前田雅　　　　　　　　　　（荒井富昆韓三1ゴ記）
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千曲会轍会纈催　㌶漂‡謙㌫蒜鰺の卿夜のふける蹴れさ
川日　昭和42年31］4n（1：）／「後4時無い且つ叉丈筆のつたない者が記述し　　井新役員

場所　福・「∴川削逗坂川湯野グルドホテ　ては答禍の恐れもあるので会そのもの　　　支《長　永井　千治（紡　17）

　　　ル　　　　　　　　　　　　　が非常に盛大且つなごやかに無事催さ　　剛支会長　大久保孝一（蚕　29）

　　　本部より・1日叩茂コb先∠ヒ御川席　〕じゾこ’hを報告i敗します。　　　　　　　　　　　　〃　　　西」寸　国男（蚕i　30）

　本年は郁｛｜的に1ダ11年に無い厳しい18ミ　彼会の各役員が改選期なるも山席　　幹皐長1⊥llil］源太郎（化学5）

さと1降雪の多いイ村蘇・り・dlしてや京組創，1の合意でそれぞれの役員その　監　査藪　一義（糸30）

北地方内であゲぐみれ｛1r折角の1ぽ会ま雪三継続と決定致しました。　　　　　　　〃　　舞沢　俊治（糸　34）

総会1ヨに大】ぽもなれ問1］席者数もは　…　一一一一一一一一一一一一・．．・一・　　　　　　　　　　（窪田記）

捉は当支．，ミはここ数41訪ミ総会開催を≧り　に変班されたのである。その結果は，　美徳両先生を初め若い新進の会員出席

n限りのヅランで催して参り従・フて遠　こ1二数年来の最摘で泣）る27名の参加を　も多く53名と盛会であった。

かくのソノは唯・々時欄ll勺に忙しいのみの　仁」ることがでぎた。　　　　　　　　　宮下力訓支会長の司会によって，ま

6紀ミであり，為に出Lf；↓1者も少数となり　　まず総会は倉沢支会長の挨拶に始ま　ず箱山住失支会長の挨拶があり，庶務

勝ち等の点から本イFは「｝‖催の時期も早　り，支会の経過報告など規定通りに行会計報告は咋年刊月長水蚕劇支術指導

め且っお互ゆっくり懇談の11↓i＊iる様一　なわれ，それぞれ承認された後，土屋所に栄転された望月昭雄幹事のあとを

泊とする事に決庄した訳であります。　先生より母’校の近況，千曲会第27回総引継がれた細川俊雄幹事からなされ，

i耐責の大きい福島県ド寸各地でそれぞれ会の模様などの本会報告が行なわれた庶務会計報告は異議なく承認された。

活躍して居られる会員の絃会としてこ特に木会報告に対しては活発な質疑応　　当支会にあって永年ご尽力いただい

の事は大変成功であったと思います。　答が行なわれたが，これは支会員の母た桜井隆夫剖支会長が昨年9月イ也界さ

順序に依り議事々項も一・と通り無事終校に対する関心と，期待が非常｝こ強い　れ，又1月須田圭二先生が亡くなられ

り，例により酒宴となり勿論事粟を持ことの現われと思われる。なお支会会た報告がなされ一同哀惜の念を新たに

たない当会の事故釆遊と云う言葉には則の改正提案があり，支会総会を従来　した次第である。

llだ縁の遠い宴ではあったが，然し或春季に行なわれていたものを秋季に変　　つぎに田口亮平副理事長から母校の

る程度酒宴のとり交しも出来且つ久し更することに万場一致賛成決定した。　近況及び本会の活動，運営状況につい

振りに逢う会員，朋友とゆっくり談じその後支会役員の改選が行なわれ，永てお話があった。又識題の支会運営に

合う盛大さでした。会識として文部省井新支会長以下，下記の通りの役員をついては本支会とも会員会費納入が根

の酬錨鍛維学部に対する今後の方針と選出決定し，刀雷の拍手のうちに支会幹であるので会費徴収問題が申心議題

これに対する母校としての今後のあり　総会を終了した。　　　　　　　　　　となった。次に本会蒲生顧問から所感

方並びに方針又これに関し千曲会とし　直ちに懇親会に移り，恒例の自E㌧紹が述べられ，近年上田市の学校への力

てのあり方及力針。以上に対し長時間介が同y｛｜liからの花を添える掛声が織り　の入れかたがうすく遺憾である。これ

論議され叉御出席＾1ぐさった川中先生か込寸三れたりの賑やかさで行なわれ，ま　はPRの面に問題があろうと指摘され

ら’糾交側，並に干曲会本部としてのおた先珊，後弛の別なく，土屋先生をかた。地元支会として奮起を望まれた。
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　又母袋忠右術門県会議員並びに田口　　中里見友三郎，上野平八郎，久根下長名で鍛嘱状牝2月1日灘］㍑し／㌔

玲上田市議会議員からそれぞれ学部発　　栄一，小沢安雄，高津宏光，坂口建爾後承諾・⑨賠1三部組織；こつい日ζ：け細

展のため努力されていることで所感が　　男，酒井栄一・，関谷孝，及川英雄，　則，内規驚次期Jill：‘ll：会に資料肴ご準‘1‖寸

述べられた。　　　　　　　　　　　　竹内邦雄，大井武俊，本内富佐司，　ること，支会1測1につい‘Cは＆支念1

　次に上小支会役員改選については詮　　上村圭一，小池渥，以上14名。木内名とし源則として宜禽長賓ご撚員とする

衡委員を挙げ次のとおり新役員が選任　　秀雄（別送）　　　　　　　　　　　会員のllSに多い康〕；㍍近畿，袈知，上

された。つづいて池田俊郎新支会長か　　　　　　発起人　小　　池　　　渥　　小，苓は茶nを3名例えばW庁・トll休

ら新役員を代表して就任挨拶があり議　　卒業後14年日の春を迎え，会風諸烈業界に分担して婆1憶おくにとが川班

事は滞りなく終了した。　　　　　　　には益々御発展のことと思います。上る。なおこの人ぷは支会弦の推薦～宣：得

　つづいて懇親会にうつり一岡微をつ　田市付近‡正住の酒力こ，関谷，佐藤，満てきめる。なお浅且の1呼称けず；、llり就

くし，顧問蒲生先坐の発声で上小支会　津君等の音頭で久し振りの懇親会を計　職斡旋蓼き貝ど〕づ＞1）。⑱蹴款i変班｝にぴい

万才を三唱し和気稲々裡に敬会した。　画していただきたいものです。　　　て，公益法人は事弐‡年度終丁後2カll

　　　　　　　　　　（竹内彦保記）　一『一一’一＾一“一…一一一⊥…一…一…’以内にqll業報告をしゐ1ければならない

　妊新役員　　　　　　　　　　一新会の集い　　　　　　が1川の総会で艦il礼て花の筏報告し．

　　支会長　池田　俊郎（蚕　21）　　製糸29回坐の第2匝1同級会は，上山ているが規則でゆくと511末｛こけ1川告

　　副支会長　宮下　　力（紡　　21）　　1王1田ユ’「オ日生」において11月26貝聞かれ｛1｝：を提田し紘£けれ｝；］1ならない白蔦の㍊

　　　　　　　倉沢　秀一（蚕　30）　阿部，荒木，今井，上野，上石，高橋　には総会を5月に開イ‖1するか又｝、）：☆計

　　　　　　　窪田　作水（化　2）　高村，西宮，松崎の而々が千葉，凍京年度を10月1Flから9月30111にな改め

　　評識員　茅野滴三郎（糸　15）　神奈川，新潟等から駆け参じた。瓜い　なければならない。協磁の結況☆計4二

　　　　　　　笠原　義人（糸　18）　起こす昭和16年12月，大東亜戦争ぼっ度を10月～翌9月301：1に改めll♪こ己に

　　　　　　　細川俊雄（蚕18）発，つづいて卒業そして就職早々，級決定した。④八木先生の葬儀について

　　　　　　　茅野　　功（蚕　19）　友の大部分はシコのミタテとして戦線　2月18日ご逝K，2月25日5F塚Yl∫のこ

　　　　　　　島田　林助（糸　20）　に赴いて行った。以来25年の星霜が過巨1宅で密葬，3川8｝、U二田市木1［｝青で

　　　　　　　箱山　住夫（蚕　26）　ぎ，省みれば十有余名の級友が，その鞘義告別挙武されるが本会から〕i！ll事長

　　　　　　　伊藤要次郎（紡　2D　若き命を国にささげ，あるいは病に倒名弔辞と花輪をご霊前に棒げ絃・ことに

　　　　　　　横山　忠夫（蚕　22）　れ，恩師大滝，林両先生も，今再びまなった。なお本会慶弔内規を改めて｛乍

　　　　　　　萩原　秀治（化　2）　みえることもできない。ここに集まり　ることに決定した。⑤その他α）支☆総

　　　　　　　久保　忠夫（紡　27）　得た一同，現況は，さまざま一商店主会に幽席の木部投員については出席1

　　　　　　　渡辺勘次（農　2）　技師，工場長，会社重役等々一話題に名の場合は学内理事として，2名の場

　　　　　　　柳沢　市登（学紡1）　つきるところなく深夜に至るまで旧交合は賛助員叉は学外儂解担鋼｝：に出庸し

　　　　　　　宮本聡一（学糸1）　を温めた次第である。　（今井武志記）　てもらうことに決昆。（2）楓荘の利用に

　　　　　　　飯島　祐介（学蚕2）　　　　　　　　　　　　　　　　　ついて昨年は気候の関係もあって利用

幹報籠劃㌶本部だより竺‡鍵誌耀誌㌫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木会の運営に寄与する法を巧え元1）こと

学蚕一卒（みずぐるま会員）へ　　　常任理事会開催　　　　　　に決定。（3陰報の発1∫にっいて1葺、轟蘂

　去る3月18日，恩師八木誠政先生の　　3月4日常任理事会開催，出席者は員が変つたので内容の充実に力をノ・れ

ご葬儀が上田市本陽寺において執り行小林運美理事長，母袋，田口両副理事て年4巨il発行とする。

なわれましたさい，多くの方々からお長，関，竹内，香山，小林，ナ1状，笠
志がよせられました．これを学副回原，田。玲，細，、昧，石川，小吐1理事変更登記完了

卒有志一同の名において供えて参りま土屋・松沢，篠原，白井・西沢各理事　　咋秋27回総会において改選された木

したのでお知らせいたします。発起人　19名。　　　　　　　　　　　　　　会理事30名の理事変衷登記は任期満了

として厚くお礼申上げます。なお本紙　　関理事から会務報告あり，協議事項の3月23日法務帰上田支局において完

掲載により送金者への領収通知にかえ　は　　　　　　　　　　　　　　　　了した。なお公益法人の規則により捻

させていただくこともご了承下さい。　　②評議員は12月17日の常任理1事会に記簿抄本と理事履隠1｛；を長里予県知事に

養有志ご芳名（到着順）　　　　　　　おいて決定した160名の評識員に理事報告した。
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野口新太郎教授送別会制崔　　　藤枝宜和ir〔馬胸撲試験場　　　　協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　累村　健一　長野県繭検定所］i茶ノ井　　波辺　清行　［日申繊維KK

　木舗制　1川］lj汰地U撫信州ニノこ学　　　支所　　　　　　　　　　和田　弘綾羽紡績KK

教燈跡迦脚1’膓：ぼ蹴・た・柵1珊呼太軸物僻工業KK繊維螺化学科
長川こ迫：りホ云の／｛1！田江し川絵の　繊維工学科　　　　　　　　　阿部園正大府紡績KK

発脚醐油た・殊に服刷150　t　淋麟剛鰍KK　　石非庸夫昭和イ〃KK
轍念’牒は野ll・批が桧卿」紗剛洋鯨靴下球　　 石井り蹴大同染工KK
llこ蹴ぷ齢されノ…川鍋泊珊乾秀雄騨　　　　酬忠蹄KK
舳の励る・こ蝦｝ぱされ」・田の内山勝敏同本綱｛検査・協会　ジ仕ヲ膀繊維学部蝉院

地触ら泌ので3月23日一上1肺翻物一平鯨ソ。クス球　　入子正弘K醐成鹸
可i｜：において在上日・川∫の顧問・相談役・　H躍名敬樹凍邦レースKK　　　大山　勝岐阜商山高等学校

役員樵肋劔ljの宴力珊された・なお　剛寸照江長野清泉汝学院　　　　岡木　傑茶周染工KK

！枷先竺嬬刷かω1］学の鯛好短柄沢勲那上紡継K　　小笠服二醐襯潮交
期プく戦f鰍撫・して就任された・　川・　rl召堀田麟KK　　亀山‖娃日本オイ、レシールKK

母袋忠右衛門，戸塚一両氏　　　木地村徹三桝紡績KK　　　河合義明三姻三興KK

　　　撚議繍・躍　‡㌶㌶｛≧KK‡繍：罐悉
　4川5U行われた統一一ヨ止ソ∫選挙に上　　繁野　宏介　∬R本県地方公務員　　　　熊田　保出　明成化学工錐KK

m市から県議会議員に立限｝甫の母袋忠　　小崎　敏9」　田村駒常盤KK　　　　　後藤　太一　岐阜整染KK

才i棚rll｜氏（蚕23rlD｝霊前回に続き最高　　小林　敏英　栄工業KK　　　　　　　杉本　　彬　戸松新毛織KK

点にて当選の栄をかもとり又佐久市か　　小林　洋平　日本繊維工諜iKK　　　　須藤　昭雄　白営

ら立候補の戸塚一・氏（顕24側）も見こ　　坂本　敏夫　石川繊維KK　　　　　　鷲見　繁樹　レナウン工業KK

とに初欄しゾ・・鍋↓1（川1訓区から1鮒］獺広田繊継K　　髄佑一厚木ナイ。ンKK
2名の熾編筏員がこli選したことは誠柴旺1浩次日本製麻KK　　商u」公子鰍教養部
に欣快に耐え加・肺1爪の今後のこ活　鈴木英ジミKK緑屋　　　　　　滝沢浄人高分子化学工業KK

躍を期得する・　　　　　　　　　高石哲男美膿繊維工業KK　　　玉山正明繊維学部大学院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高田　元弘　志田織物KK　　　　　田満　啓司　岡田染エKK

　41年度卒業生就職先　　　田辺洋一倉毛紡績KK　　　　戸堀勝利カクイチ製作KK
　　　　　　　　　　　　　　　　　土屋　二郎　牧野繊維KK　　　　　　鳥居　哲夫　興国紡織KK

繊維農学科　　　　　　　　　　　　　出羽　秀明　東海学園女子短大　　　　申村　武夫　鬼怒川ゴム

糀井　五助　鐘淵繊維KK　　　　　外山　］亘二　東海紡織KK　　　　　申山　民松　繊維学部　大学院

岩間　清内　繊維学部微生物学　　　　申牧　佑次　東海紡織KK　　　　　　長崎　健雄　郡山女子工業高校

　　研究蜜　　　　　　　　　　　　　中谷　　勝　近泉合成繊維KK　　　夏目　駿一　繊維学部　大学院

上川二三雄　三和歌山県二E業試験場　　　西野麿日子名古屋紡績KK　　　　野口平八郎　五光染工KK

上野　隆稔　紬半鋼機KKf）｝那店　　　長谷川康雄　日本メリヤスKK　　　橋詰　義達　大阪府繊維工業指導所

プ〈池国介繊維学部大学院　泰丈夫田中繊維KK　 林由己KK山田染工場
大塚　亜善　日木製麻KK　　　　　松永　芳樹　ニチボーKK　　　　　原田　昭夫　繊維学部大学院

小沢　敏久　山田染工KK　　　　　松本　国彦　深万商事KK　　　　　春田　孝次　緑川化成KK

小野沢征輝　大阪府公務員　　　　　　水野　昭彦　竜田工業KK　　　　　平沢　一男　小諸電気KK

川上　正起　日木インクKK　　　　　宮島　孝之　アガツマ精機KK　　　　広瀬　　賢　京浜精練KK

北川　幹夫　繊維学部大学院　　　宮原　健二　田中商工KK　　　　　深津和彦　繊維学部　大学院

小林　公幸　繊維学部　大学院　　　　元沢　健次　東京靴下KK　　　　　　藤岡　英昭　自営

近藤　芳雄　日精樹脂KK　　　　　　　］＞ll沢　文博　田村駒常盤KK　　　　　茂木　義博　繊維学部　大学院

消氷　　悠　則立公衆衛坐院　　　　　　山田　　勲　亀山製糸KK　　　　　　　山内　邦親　倉敷染工KK

伴野　正利　緑屋KK　　　　　　　　山中　柾樹　末広繊維工業KK　　　　山崎　匡毅　長野計器KK

長沢　武夫　撤維学部　ソく学院　　　　ll」辺　英二　日本輸出縫製品検査　　　山中　則昭　浜口染工KK
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繊維機械科　　　　　　　　　　　　　繊維化学工学科　　　　　　　　　　昭和42年度

伊藤照紀浪速ステンレスエ業　　安膝依久雄杉木練染　　　　　　　入学試験合格者氏名

　　KK　　　　　　　　　　　　　安藤　忠雄　三菱樹脂　　　　　　　繊維農学部（30名）

井上正義　東洋ナイロン撚糸KK　　伊吹　隆志　大阪ユーキ塗料　　　　阿部　富雄　；福　勘　把　城　高桟

笠原　昭宏　マルシメ工業KK　　　上田　　隆　オリオソ化成　　　　　荒井　律子　長　野　」二lll染俘丘”

窪田　広延　地方公務員午葉県教員　　江口　正彦　繊維学部　大学院　　　石渡　健司　午　涼　長　狭　　”

高橋　信誠　星電機製造KK　　　　大島　充雄浅野段ボールKK　　　伊藤　…弘　愛　知　向　陽　　”

竹内　規央　日精樹脂工業KK　　　太田克之　オリオン化成　　　　上田　斑ご奈　良　畝傍　　”

伝田　雅彬　日精樹脂コ〔二業KK　　　　岡村　紀雄　仁丹テルモ　　　　　　内山　和夫　長　野　長　野　　”

前田健夫KK・噛鉄工所　　加π寮良一マツダォー噸浜　榎内X曜新潟明訓　”
三橋　健八　繊維学部　大学院　　　　菊地　輝男　他大学受験　　　　　　小川　光弘　岐　阜　11皮　山　　”

佐々木勝啓　大東製機KK　　　　　　北川　　健　繊維学部　大学院　　　見田　忠明　長　則　飯　lll　　”

膝井　信治　繊維学部　大学院　　　　北沢　忠夫　中央化工機　　　　　　小塚　資樹　愛　知　千　‡！∬　　”

馬場　克彦　　”　　機械学科　　　　杏掛　昌亘　触郷化成　　　　　　　小林　弘率　長　野　松本県ケ丘〃

大井　宏延　名古屋三菱自動車販売　　久保田信二　信和紡ホ責　　　　　　小山　教子　　〃　　上　間　　〃

　　KK　　　　　　　　　　　　　　　小林　達夫　アガツマ精機KK　　　佐藤　串子　　〃　　長野西　〃

藤森　武夫　KK都筑製作所　　　　　子安美恵干　信州大学繊維学部　　　日tl水　　巡i　〃　　掘　月　　”

楠元　　昭　渡辺機械工業KK　　　　坂口　　覚　スガイ化学　　　　　　詞見沢正行　　〃　　屋　代　　〃

八田　征勝　日通商導i：日産自動箪　　　阪本　信治　日本合成化学工業KK　滝沢　5i三博　　〃　　尿　代　　〃

　　愛知支店　　　　　　　　　　　田品　忠治　愛知県稿1校教員　　　　竹内　育男　ヅミ阪府　和　泉　　〃

金閏健夫　山陽パルプKK　　　　寺田　稔小拐ミ化工KK　　　　ヨ三井秀樹神苔ミ川小田原　〃

野木　良高　東京三洋電機KK　　　　樋田　ラ日保　緑川化成　　　　　　　千村　利雄　岐　阜　恵　那　　〃

三井　武夫　KK大同機械製作所　　　西沢　正俊　菅木妹噌　　　　　　　土井　則夫　愛　知　盟橋京　”

岸田　正孝　平野金属KK　　　　　　別府　庸夫　繊維学部　大学院　　　西沢　　彰　玉ε　野　騰　代　　”

小林長生林テンプKK　　　堀内　巧季戯維判ll大学院　橋爪　淳ジ（阪綱臓晦〃
浦　　重雄　京都機械KK　　　　　　三浦袈裟弘　則竹毛織KK　　　　　林　　孝i守　京　都　朱　雀　　〃

塚田　　真　繊維学部　大学院　　　　山岸　一洋　田中商工　　　　　　　牧野　　甫　北海道　札幌西　〃

宮下巌日本ビニロンKK　 光団健治理研ビタミン油脂KK松尾坦長崎長崎南”
熊木　　昭　グンゼKK　　　　　　　宮原　昭機　日精樹脂工業KK　　　村井　明夫　愛　知　西　尾　　〃

水沢　　武　東京靴下KK　　　　　　茂木賢治郎　蘇東興業KK　　　　　柳原　政利　長　野　妄　野　　〃

堀内　孝四　日本オイルシール工業　　本木　　護　弁天商会　　　　　　　山崎　正幸　　〃　　上　田　　〃

　　KK　　　囁　　　　　　　　矢ケ崎孝彦繊維学部大学院　　　山本寿美　大　阪　岸和田　〃

渡辺　洋幸　帝国ピストンリング　　　山内　隆史　繊維学部　大学院　　　渡辺　哲雄　神充川　平塚江1｛元1　〃

　　KK　　　　　　　　　　　　　　山崎　　伝　藤井繊維　　　　　　　繊維工学科（46名）

田中　寿信　日本ミネチュアベアリ　山本　啓一　みすず豆腐　　　　　　安達　　寛　愛　知　㌣　種　i剛・£

　　ングKK　　　　　　　　　　　渡辺　俊彦　並木ナイロンニ正二業KK　石井　頭徳　　〃　　名古1・泣【1”

鶴泰行同和工虻　　㌻遊瓢三冨議繍議㌫議繊議蔓蕉一”1
願進柵機械KK @l第6唖畦研多蹴酬欄繊欠の要領で募集す、．　1
古川鰍KK醐鉄工所　～①醜雛5月2・日まで・酬劉越あ・・　繍を提｝L｝す・：・こと．～

井沢徹地舩鵬獺県蹴～②応鏑ま鰍また剛同研究とし・ある程度峨胱得ているも～
高橋工ﾙ和順K　l嚇㌫交付麟卿鰯会⊇・酬・．1
伴藤勲大阪zル・・K　≧認瓢鎌；蕊㌶懸鑑脇，糊、、、，、ミ

㌶昌誘漂質一｛⑥蕊曇麟；瓢≧霧潔麟≧慕をi
　　KK　　　　　～，．＿．鷲怒乳，＿、．、＿．＿．～～．＿＿＿．＿．，＿＿＿一ユ



昭綱2年4月15日　　　千　　曲　　会　　報　　　　肪．165（1》

石井　則行　広　勘　盈　進　　〃　莱田　宗明　徳　島　徳島工業　〃　飯田　忠志　徳　島　富岡西　〃

石川得道長野長野　〃家田正雄愛知半田　〃生田俊郎兵庫西宮　〃
f川期大阪箕而〃¢爾隆雄長野松本継〃酬馴〃加古川東“
］lf川健夫長野野沢北〃池上憲治　〃　高遠　〃岩見義久福岡鞍手　〃
づ櫛醐　〃訓醐暇〃微｛肝〃長野西〃植松昇大阪阿蜘予“
稲川徳雄　〃　須坂　〃岩淑宮代治愛知西尾　〃上村展是千葉安房　〃

酬猷大阪生！1・f〃焔舗大阪旭　〃耕麟轍山桐蔭“
」溺｛　泉東京九段　〃小川富久新潟新潟　〃浦辻信孝石川七尾　〃
梅原均京都綾部　〃大日力進長野長野　〃江ll奇寿雄愛知名古屋大学
大羽　　武　愛　ク：ll成　章　　〃　柿崎　良男　　〃　　上　田　　〃　　　　　　　　　　　教育学部附属〃

加藤博恭　〃　桜台　〃上条久樹束京立川　〃大池吉晴静岡島田　〃
国分良太郎東京井草　〃川rlo良一兵庫姫路凍〃岡部民明大阪商津　〃
ノ醐；酬i兵庫尼ll1・｛1〃北川ちひろ石川金沢二水〃・」・川修七愛知名認西“

越微」蔓野須坂　〃；1ヒ村搬郎滋賀膳所　〃小閏甜珠　〃　時習館“
小林　昇　〃　〃　〃木下静雄三寅宇澗⊥1田〃鬼塚正明長崎長崎東〃
小林Jl三雄　〃　原代　〃小池延男静岡静岡東〃カn藤則雄i新潟高田　〃
斉藤　lll膓群脱前］喬　〃小西俊春島根益田　〃金子秀一・長野上田　〃
坂木　宏東京iUl　　〃坂に1　徹新潟新津　〃香山　格　〃　 〃　 〃

塩島　　実　長　野　大　町　　〃　桜井　浩美　長　野　上田染谷丘〃　小林　久夫　　〃　　　〃　　　〃

消水独男　〃　上田　〃白木務光愛知名大教育学部斎藤　進岡山倉敷青陵〃
鈴木純生愛知半田　〃　　　　　 附属　〃清水邦昭島根益田　〃
鈴木輝決　〃　闘田　〃竹花周一長野野沢北〃下田　昇鳥取八頭　〃
閲　　哲長野．上川　〃　日1中英夫千莱国府台〃　杉浦文憲静岡富士　〃
高川琢元岡lh金光学園〃田保佳三大阪明星　〃洲崎俊男石川金沢泉丘〃
裾橋　修三重四rl　Tl∫〃南部　育京都塔南　〃住田芳久三重伊勢　〃
高猫←邑之肢阜大ナli北〃西川英和奈良畝傍　〃多田　昭大阪箕面　〃
高橋貞夫新潟三条　〃西沢俊郎長野上田　〃照井誠一愛知向陽　〃
田中仲㎜長野松本県ケ丘〃野口博司奈良畝傍　〃中島慶一神奈川多摩　〃
戸塚　登　〃　野沢北〃野末祐司静岡浜松南〃中村進一大阪阪南　〃
鳥居　進一　愛　知　岡崎エ業　〃　蓮池　正明　新　潟　柏　崎　　〃　名倉　幸利　岐　阜　大垣北　〃

中井秀一岡山岡山操山〃林　隆之京都塔南　〃丹羽文雄鳥取米子束〃
那須登志子　長　野　松本蟻ケ崎〃　福島　英隆　長　野　屋　代　　〃　野津　　治　兵　庫　尼崎西　〃

並木　智行　京　京　独　協　　〃　増田　泰三　大　阪　四条畷　〃　野村　良彦　愛　知　昭　和　　〃

西島　JE人　i奈　良　畝　傍　　〃　松井　久子　長　野　上　田　　〃　橋村　敏彦　大　阪　寝屋川　〃

布川　功鳥取米子束〃松倉せつ子　〃　大町　〃橋本裕己愛知昭和　〃
橋詰　守男　長　野　上　田　　〃　三木美知子　　〃　　長野西　〃　林　　恭平　大　阪　上　宮　　〃

花家哲夫大阪春日丘〃　三谷俊次愛知名古屋西〃原　 茂　〃　北淀　〃
松田　広史　　〃　生　野　　〃　室賀正順神奈川希望ケ丘　〃　堀　　陸夫京都大江　　〃

松本陽一　〃　箕面　〃柳　敏秋新潟柏崎　〃水谷昭法愛知菊里　〃
三浦幹彦静岡磐田冒弓〃柳沢晴久長i野上田　〃水野正直　〃　名古屋大学
御子柴勤一・長野松木県ケ丘〃横山正和　〃　松本県ケ丘〃　　　　　教育学部附属〃

山口博義　〃　上m　〃吉田伸次京都木津　〃森田　需鳥取鳥取東〃
山田　猛岐阜岐lh　〃繊維機械学科（48名）　　　　安田俊二兵庫姫路東〃
横lLl昌三　長　野　松本：［：業　〃　青木　正雄　岐　阜　岐阜北　商校　柳沢　　薫　長　野　上　田　　〃

紐維工業化学科（42名）　　　浅凹定明兵庫姫路東〃山田豊秋大阪泉陽　〃
肯砥紀子鳥取米子：東高陵浅野　斉大阪桃山学院〃渡辺　健岐阜岐阜工業〃
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丸山　敏明　長　野　上　田　　〃　iあたられたのであります。このように吾等の計画に御墳同｛！易わり御協戊ゴドさミ

三浦親〃松本県ケ丘パ姓はその全蛾の｝・とんど騨生のいますよう鰯いづ・鍬娯あります｛

：渠今朝㍉㌶丘ぽ驚：㌶㍊；㌶　黙欝6欄徽当
姫末昭山・安下庄パ大きいのであります・先生はまた学会　酬ブ・学㈱判蹴1埠川

婁㌶大“阪熟；鰺遼：瓢蕊㌶三㌔、⊇満治i
　　　　　　　　　　　　　－－iおいても活躍をされ，パイオニヤ的存L　記念事漿　記念品の贈呈（贈党みミ

昭糊年度　　　　！在とし・常剛新な蹴を繊されて　齢舗頴雀，にご一榔さい日
倒llll大獣学院修士課麟㍊1男ミたのであります・幽聯のX緋・勺1・〆切聯・42・1・8掴・「・i

・繊維麟轍川島信二，株茂柏］1蹴は世界的に銘鋤粥ど方顧にお1・蜘蹄い哺00円以上　｛

：㌶㌶麺鑑⇒、i㍑㌶鷲鞭漂鑓1・：㌶、，蕊：1繊懸ll

旋久・北村稔ぷ願嘔已璽驚鷺惣2，鷲ぽ鐵＿諭2脱肥蕊註，＿．i

渡辺　祥三　愛　知　東　海　　〃　　　谷実，布施正孝，平川清一，松コト亮　　rll山　民弘（　　　〃　　　　）

繊維化学工学科（35名）　　　　　　　　一，米野蜷　　　　　　　　　　　　　夏卜1駿一（　　　　”　　　　）

浅岡　敏郎　愛　知　名大教育学部　　。繊維機械学専攻　大井英賛，吉永健　　原田　昭夫（　　　　〃　　　　）

　　　　　　　　　附　属　高校　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　古江　　汀：（白、｜際コ1！P隆教大学教ifii

浅野不二男　　〃　　愛知工業　〃　　’一㎜一　　　…一脚一一“｝一一　　　　部）

犬伏繍大阪追手酵院〃　昭和42年度　　　　　洲，彬酬ll大学洲糊川
井上　恒奈良畝傍　〃　　　　大学院入学者氏名　　　　繊維機械学専攻

円城寺光男千薬佐倉　〃　繊維農学専攻　　　　　 塚田　輿（信州大学繊‘lli学部）

大井克已愛知半田　〃　大池国介（信州大学繊維学部）　藤井信治（　　”　　）
大西　一正　岐　阜　岐　山　　〃　　　北川　幹夫（　　　〃　　　　）　　三橋　健八（　　　〃　　　　）

岡本　千早　兵　庫　姫路西　〃　　小林　公据（　　　〃　　　　）　　繊維化学工学専攻

尾寅　末広　奈　良　郡　山　　〃　　長沢　武夫（　　　〃　　　　）　　江rl　JE彦（信州大学繊ホ麟ξ：部）

柏原　徹兵庫加’占川來〃　林　興子（千葉：大学園芸学部）　北川　健（　　〃　　）
加藤　善久　愛　知　岡　崎　　〃　　繊維工業化学専攻　　　　　　　　　別府　紺夫（　　　〃　　　　）

川村　達郎　静　岡　富　士　　〃　　　石原　暢子（熊本女子大学文家政学　　堀内　　巧（　　　〃　　　　）

斉藤　康二　大　阪　東淀川　〃　　　　　部）　　　　　　　　　　　　　　茂木　義博（　　　　〃　　　　）

住谷　寿丈　香　川　高　松　　〃　　　井上　芳彦（信州大学繊維学普ll）　　矢ヶ崎孝彦（　　　　〃　　　　）

商波　修一　長　野　屋　代　　〃　　　張（玉山）正明（　　　〃　　　　）　　山内　随史（　　　　〃　　　　）

麟‡愛”知；㌫北1「……一三籔戸語る冨i蕗…制…コ
　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

蝸章大ぽ珊〃1酬時酷御i髄の段賀し上げ・綱究力醐瓢：脚・蹴…ソ」
軸繊長野上田〃…すご＿．　　　一竺蹴！綱醐r杜mで醐i
鷲今㌶舗麟麗i，㌫麟t雲馴難簸翼芸謬㍑鶉li獣㍑㌫㌶i
野路井難大阪吹田パ官・繊と・な胤た・抽・は映獺であ・融・の蹴1曝

：；村璽雛璽蕊㍍1麟㌶：糞議鷲隠㌶㍑慧蕊㌢i：手ごにi
平尾新伍長野上田　〃iツに留学され・ハ箭朝後直ちに大阪大学以上のような先生のご功労に対し1て1

舶信治神奈川撫繊パ・・靴・昭和2・細脚粋の教龍か醐蹴す綱・鞠祓パ
松沢洋子長野伊那弥生ケ丘1と研究にあたられたのであります・教好達調はかり下瀞よ轍紬1！
　　　　　　　　　　　　　　〃　i　つづいて昭和28年には吾が繊維学部贈皇計画をたてたのであります。時節i

松本俊平愛知一宮〃iに招かれ働今・・で綱・聯・柄諸醐1・の聯酬喘・翻・が1
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　　　　　　　蜘雌退官記念脇金　　㌶㍍灘三㌶當㍍
ii・驚啓　時下益々御1｝∫随の段賀し上げま　諜竺k一岡深く感銘しております。　　　力賜わりますよう御願い申し上げます

す。さて野ll新太郎先～1三にはlll｛秘2年また先生には本務の他に信州大学評議　　　野口新太貞1｛先生退官記念品寡金

3月末「1，停年の故をもがC信州大学11，補嫌委貝長，将来罰・画委員長の要　　　　会i委員代表

惚授δ：退官される1二とになり土した。　職に就かれ常に学部発展のために活躍　　　　信州大学繊叙i学部繊維工学科

先生には昭和5ηこ上川蚕糸専門学｛交紡1を続けその功績はまことに大きいので　　　　三ヒ任　　　　荻　原　清　治

織利に奉職され，以来今日ピC36W余　あります。また永い問干曲会の理ε1‘長　　　　　　　　　記

年の問，ほとんど先生の企生涯を通じ　として常に千曲会会発展に尽戊］され，　1．記念事業　記念品の贈墨（贈星方

て学生の教宵指淋にあナニられたのであ制…に母校50周年記念会を盛大裡になし　　法は鋸行委員会にご一任下さい）

り厳す。この間先d三には紡織ドトまたは　とげたことは母校発展史上にも銘記さ　1．〆　　切　昭和42年8月末日

｛’Pξ制改三lliによ・・て改名した繊維二1二学利れる功》責であります。このような数多1．酬」」金額　1n500円以上

などのll三｛Eとして新牢態£kは勿諭，卒　くの御功労に対し，些かの謝意を表す　1．払込方法　なるべく振替口座來京

業後の回窓《じについて］）常に親身にな　るため暫惇知友，教え子達，相はかり　　4334陪利用下さい。（野口先生退

って烈心に就職の斡旋にψ）たられ，卒下記のような記念事業寵計画したので　　　官記念品代と明記して下さい）

基礎研究に，品質管理に…

新しい光沢度測定器

三次元変角光度計

顕微光沢計

上田市蒼久保（5）0340㈹

高級オフセット・活版

美しい印刷

上田市原町　TEL②1492㈹
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　　　　　　会員動静　　関、蒜㍊㌶；）熊ホ撤一i木
野口　活也　蚕　13（T15）宮　城　三島学園女子大学　　　馬場　　昭　学糸2（S29）策　］；↓廿Z「：1：業1《K木祉

　　教授（住）仙台市中杉山通8　　　　　　　　　　　　　　編物課（中央区芳〔柵3－2）

雨宮　金雄　蚕　17（S5）凍　京　公立北多摩昭和病　　関本　健…　学糸8（S35）竜　川　オリンパス光学工

　　院助役（東京都小平1rlf天神lll∫420）　　　　　　　　　　　　業KK伊那二じ場（住）伊那lll城南1｛1∫6〔）28の11

渡辺　嘉博　蚕　22（S10）茨　城　勤］］1∫のとおり　　　　鈴木　　猛　学糸9（S36）竜　川　勤同上（fl三）伊那

　　　（住）茨城県稲敷郡牛久lll∫田宮137の121　　　　　　　　市西鍍輸↓ll～営火鷲剛地39・一・36号

坂本　勝三　蚕　23（S11）北佐久　長‖！Ulit蓼科高等学　　飯島　罫〔雄　紡　1（Tl1）京　滋　京lll；］1∫Zil京区』’ド肥

　　校長（北佐久郡立科1町）　　　　　　　　　　　　　　　　　梅ノ木lll∫67

佐藤　良夫　蚕　33（S21）愛　知　新城ll了立八名中学　　　桐本他惑男　紡　9（S5）♂1川　KKI百川趣！｛作所敢

　　校㈲輌肺字宮の前56　　　　　　　紹i役（金〃ぐll∫1’｛7兄cフドlil∫95）㈹翻肺材：剛8一

神津　昭齋36（S24）高水長野県“1㍉i’1｝Jl：農林　　18タガワノ・ウス113

　　商等学校（下高井郡木島平村）　　　　　　　　　　　千葉　一雄　紡　9（s5）神克川　KK明Vl∫製作所相

茂木　蕃学繊2（s29）東京酬1庁臨蹄f蹴　　模二賜滴座‖眺1｛lll・嚇）㈹i嚇］1齢鵠51‖∫
　　部補給課（港区赤坂9－7－45）　（住）千葉児八千　　　　　プく谷5623

　　代市商津新田防術灯ξ宿●2－50｜　　　　　　　　　　松沢　　栄　紡　｝2（S8））1〔京　日ホメリヤス：：1：撒

蒲生　卓磨　学繊5（S32）來　京　悲林省蚕糸試験場　　　　　KK（中央181八IP：洲仰6・…1）

　　育種部（住）日野市日野田∫東田∫195g　　　　　　　　　門日：1　9］紡　｛5（SlD近　畿　ぷヅボーKK内’櫛

河村恒雄学繊7（S34）岐』｝Ll麟県立ll鶴蹴　　二1二捌　（大阪洞〔蹴土111∫2－3｛〕）㈹∫∬i｛制丁

　　学校（岐阜市）　r住）大垣市室村1－175－7　　　　　　出親王塚75

戸塚　正彦　学繊9（S36）東　京　ボスチック・ジャ　　金井　忠義　紡　17（S13）兵　1∫li　KKオ∫川製作斯

　　パンKK（葛飾区白鳥町2－10－7）　　　　　　　　　　　（イ主）西宮市仁川｜ζ「☆堕（f田∫73

宮沢左門学繊12（S39）宮崎鐘淵繊維KKプ（淀　 託U岡米治紡19（Sl5）山1㍑翁敷繊維加二L：工くK

　　工場（宮崎市南町2－3D　　　　　　　　　　　　　　　儂i『務取締役（倉敷了1∫旭∬｝∫650のD

高樋　武：文　学繊13（S40）富　山　黒部市吉田200　　　　上島轡1’隻志　紡　20（S16）編　勘　日東紡績KK編島

　　YKK光志寮　　　　　　　　　　瑚（福島酬；！田障東D㈹緬、馴鳴榊持
斉藤　英毅　学繊14（S4D近　畿　団辺製薬KK大阪　　　　　道光内35

　　本社（住）豊中市螢池北1‖∫1の98大谷松生方　　　　　青木　実造　紡　21（Sl7）三　3E　呉ll：1ゴムユ1：諜KK

上野隆稔学繊15（S42）竜川糸‖1半鋼機KK　　　㈱市観惜1・｝］255）（fl三）綱∫騨ζ小川nl∫・・撤

　　（住）鯛1市天e餉1961系畔P臓翻　∫蹄　　 谷・｝1仁紡29（S25）近畿ニチボーKK羊・E
伴野　正利　学繊15（S42）策　京　KK緑屋（住）’世　　　　工務部第1製緻課（大阪∫1∫東区安土llr∫2－30）

　　田谷区好堂1の14の24緑麟〒舶寮25号　　　　（住）騨県尼　　f了閲1園田∬1∫6－46琴鳳オllBl24・5㌢

・』’林瀧糸17（S5）石川グンゼKK北蜘　翻1久繍6（S33）近畿敷，醐繍く正｛大阪
　　張所（金沢市長土塀2－162－7）　　　　　　　　　　　木祉（大阪市東区備後町5－34）　（住）高槻lll明51｝

薬師寺弁太郎糸22（S10）愛媛北宇和蚕業技術指　　町1－6敷紡高槻荘2号館

　　導臓（宇和島〒砿小路）（住）宇矛口・肺柵川即3　宮下健日ξ卵0（S37）岐」a巧ボー一、眺瑚

宮尾　行雄　糸　22（S10）愛　知　トーネンKK東海　　　　　（岐阜］1∫五坪lll∫1450）

　　工場酬役醐長（住）申・翻　鞠lllE宅1010トー　綱難学細1（S38）近畿須賀：ぱKK
　　ネン社宅C－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住）大阪市東住吉区瓜破西之町府営住宅456占フ・

赤尾麺糸24（S12）山陽疏膓嫡工音　中4・　茂木澱学繍1（S38）凍京鯨加フアン紙
　　企業課長（広島市基町10－52）　　　　　　　　　　　　KK東京工場研多ピ部（住）北1獲E子2の9の2

吉沢　英三　糸　33（S2D諏　訪　共栄工業KK坂締　　　　　三原荘

　　役工搬（F硲市LL「ド町1－15－3）（住）岡谷Tl∫　西沢醐鞠12（S39）網1川鋤i∫・、と制，

　　加茂町2－8－3　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住）相模Yl∫上矢部600宿舎WB109号
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本誌に投稿される皆さんへ　い：≧顯：淫㌶㌫㌶嘉竺㌶
　本誌は千1111会員皆さんの投稿をお待ちしています。　　　当用漢字の範囲内でお願いします。旧制の教育制度を通

木号でみられるとおり，n己事内容は総説・慶弔記事・随　　った人は語そうも豊富ですが，皆さんに読んでいただく

感随想・討歌・支部だより・本部だより・学園あらかる　　ので，なるべく活字にある宇を用いてください。むずか

と’上田・］’描などとなっており党す。とくに，会報を自　　　しい文章を読みやすくするのは困難なものですが，そう

分たちのものに・湿かいlnLのかよったものに，そして，　　　したつもりで書くのと，意識せずに書くのとは雲泥の相

つい読みたくなり待ち遠しいようなものにするために，　　遼です。かなつかいもなるべく現代風にお願いします。

さろん欄の投稿をお待ちしています。時にふれ，折にふ　　　5．　写衷と図はつぎのように

れ考えたこと，思いだすことなど，それを文に托するも　　　写真と隠1は原稿に貼らないで別紙にしてください。印

よし・詩や俳句あるいは和歌・川柳に托するもよし，と　　刷所へやるのは文字原稿のみで，写真と図は別の製版所

きには絵坐に托するもよいでしょう。どうぞ，育てる気　　へやりますから。それから寄諮きはわら半紙か色紙大に

持ちでご支援をお願いします。会員意識の昂場はこの辺　　止めるようにしてください。写工F工はコントラストのよい

から始まる一といっても過言ではないと存じます。　　　　ものをお送りください。できるだけ，写真と図をつけて

　投稿されるフゴに，若干のお願いがあります。　　　　　　　罪しくしたいものです。

1．　投稿は原稿用紙に横書きで

　編集部もなかなか忙しいので，寧数を数えたり，原稿　　　千曲会報広告料（内規の改］E・1967・4）

をかき直す時間があまりありません。それで・できるだ　　規格（ページ）　午曲会員　　　　千曲会員外

け原稿用紙に，しかも横書きで執筆願います。なお，2　　　　　　　　　1回　　1年継続　　11ひ年継続

段組原稿では横に25字，3段組原稿では横に1了宇入りま　　　　　1　　　5，000円　15，000円　7，000円　25，000円

すので，その点もご考慮くださるとたいへん助かります。　　　　％　　　3，000　10，000　4，500　　15，000

2．文宇はていねい，用字は当用，仮名は現代かなつか　　　　鬼　　　2，000　　6，000　3，000　　8，000

　　いで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％　　　1，000　　3，000　　1，500　　4，000

一養蚕工場の誕生〃

機械化養蚕への出発％”一
弊社が既に完成実用化した自動飼育機械

・壮蚕用自動飼育装置
半自動式……1人10箱担当，協業経営用

・稚蚕用簡易給桑機
従来の箔飼い，箱飼いの給桑自動化

飼

・自動調桑機（壮蚕条桑用）　　　　　　　　　愛媛県広見町養蚕農協（本年3月設置）

　　　桑葉もぎ取り式太条部除去　　　　　　信大繊維学部，農林省，金養連，各県蚕業試験場の

・自動大型改良坐燥機　　　　　ご鱒とご推奨を賜わ・て旬ます・

．そのよ㌶蕪3㌫受注を㊤信光技竃驚鍵
致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL」畑⑤0288
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海外に飛躍する

北野建設株式金社

取締役社長　」ヒ　　野　　次　　登

長野市県町524
東京都中央区銀座｛の5北野ピル

大阪市北区堂島浜通り1の25新大阪ビル

松本・高田・ジャカルタ

一科学器具■薬品類

運動用品類は一一

伝統と品質をほこるサトウへ

上田τ1∫1京川∫

　　サ　ト　ウ

皆様の百貨店

…中央

露鵬備
　　　　鷺湯㌦針

　　　長野県小県郡塩田町

オルガン針株式会社
　　　TEL塩田650

社長増島芳美

千曲会費完納者　　　　 二三三・編　集　後　記三三

今回千曲会費通算40回完納・内規により会費免除とな　　　　やわらかい賜光が信州の地肌にふりそそぎ，ようやく

った11名の会員は次のとおりである。本会向上発展のた　　生気野に満つといった感じのこのこるです。わたしたも

め多大のご協力をいただいたことを感謝します。　　　　　は，こんど千曲会報の編集部員として，しはらく勤めさ

　　　稲石佐一　（蚕　3・愛知）　　　　　せていただくことになりました。もとより非才・鈍才・

　　　榊原鶴次郎　（蚕　4・愛知）　　　　　未熟者の集まりで，お気に召すようにはできないでしょ

　　　福島　　虎　（紡16・愛知）　　　　　うが，与えらオしたことは，いっしょうけんめし・にゃるつ

　　　根　岸　只　吉　　（紡　4・東　京）　　　　　　もりです。どうぞ・ご指導をたまわりますよう。すてに

　　　山　岸政　治　（蚕　22・南佐久）　　　　　　ここまで読まれた方はお感じのことと存じますが本号か

　　　栗　原　　章　（蚕　5・山形）　　　　　　らは編集システムをソ（きく改めました。これが良いのか

　　　前田雅弘　（蚕13・山形）　　　　　悪いのかはご批判に待つよりしかたありませんヵ㍉とに

　　　原田種亀（蚕9・福島）　　　かく新生の気持ちに溢れていることだけは汲んていただ
　　　角　替　型夫　　（糸　15・福　島）　　　　　　きとう存じます。紙もよくしました。金もかかります。

　　　小　口　英一　（糸　12・諏　訪）　　　　　　でも予算は少ない。痛しかゆしです。結｝晶これからの

　　　小　松　忠　幸　　（糸　25・諏　訪）　　　　　　運行はマルにかかっています。よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編i集委員　小ltl長雄，篠原昭，小林勝，滝びミ達夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小笠原真次，∫ド林潔，中沢賢，西沢」じ一，1こ1非要範


